
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

昨
年
末
に
新
政
権
が
誕
生
し
、
日
本

経
済
の
再
生
を
図
ろ
う
と
大
胆
な
金
融

政
策
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
24
年
度
補
正

予
算
と
25
年
度
当
初
予
算
を
合
わ
せ
て

１
０
０
兆
円
を
超
え
る「
15
ケ
月
予
算
」

を
編
成
し
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策

を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
を
実

現
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
重
点
を

置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
６
次
産
業
化
推
進
事
業
や

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業
な

ど
、
農
林
畜
産
業
の
振
興
・
活
性
化
の

た
め
に
３
億
１
、２
８
８
万
円
、「
地
の

利
」
活
用
策
と
し
て
、
都
城
志
布
志
道

路
の
早
期
全
線
開
通
を
後
押
し
す
る
た

め
の
経
費
や
基
幹
道
路
整
備
事
業
な
ど

に
４
億
８
４
５
万
円
、
人
間
力
あ
ふ

本市の平成25年度の当初予算が成立しました。
「スマイルシティ都城」を実現するための基盤づくり予算として、都城の基
幹産業である農林畜産業の振興や地の利を生かすための基幹道路などの整
備、次世代を担う子どもたちを育成するための予算を盛り込みました。
また、総合支所や山間地域の活性化を図るため、地域活性化事業に必要な
基金を創設しました。 ◎問い合わせ　財政課　☎ 23－2113

スマイルシティ都城
基盤づくり予算

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
に

必
要
な
英
語
教
育
や
、
図
書
館
サ
ポ

ー
タ
ー
の
充
実
な
ど
を
行
う
事
業
に

４
億
７
、３
７
８
万
円
を
計
上
し
、
都

城
が
持
つ
「
３
つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る

た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
予
算
は
、
７
３
７
億
３
千

万
円
と
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

57
億
２
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
定
年
退
職
者
の
増
な

ど
に
よ
り
人
件
費
が
１
億
４
千
万
円
増

加
し
、
１
１
５
億
７
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

な
ど
に
よ
り
47
億
７
千
万
円
増
加
し
、

１
３
２
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
１
億
２
千
万

円
増
加
の
１
７
３
億
５
千
万
円
、
地
方

交
付
税
は
、
４
億
７
千
万
円
減
少
の

１
９
１
億
５
千
万
円
、
国
・
県
支
出
金
は
、

30
億
６
千
万
円
増
加
の
１
６
１
億
８
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
普
通

建
設
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
16
億
円
増
加
の
99
億
７
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
債
残
高
に

つ
い
て
は
、
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

１
０
０
㌫
措
置
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み

で
す
。

平成25年度当初予算の姿
◎ ７つのマニフェストを中心的な施
策として都城が持つ３つの宝、「農
林畜産業」「地の利」「次世代を
担う子どもたち」を輝かせるため
に、11億 9,511万円を計上
◎財政健全化を引き続き堅持
　 臨時財政対策債を除く市債残高
は、前年度と同水準（24 年度末
936 億円→25年度末 935億円）
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平成25年度当初予算
予算の概要

農
林
畜
産
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

６
次
産
業
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

２
億
６
、０
０
５
万
円
】

６
次
産
業
化
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
農

業
の
「
生
産
し
て
販
売
す
る
」
と
い
う

ス
タ
イ
ル
か
ら
、「
生
産
し
て
、
地
元

で
加
工
し
、
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売

す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
へ
転
換
し
、

地
元
の
農
林
畜
産
業
者
の
所
得
を
向
上

さ
せ
、
ひ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜

産
業
の
６
次
産
業
化
に
向
け
て
、
積
極

的
に
国
や
県
の
事
業
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
推
進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
確

立
や
市
独
自
の
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額　

３
、０
６
７
万
円
】

②
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額　

９
２
２
万
円
】

③
早
水
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

２
億
９
、７
１
９
万
円
】

④
高
城
運
動
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

１
億
３
、６
７
０
万
円
】

平
成
28
年
度
ま
で
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
の
倍
増
を
目
指
し
ま

す
。
今
年
度
は
２
人
増
員
し
て
９
人
と

し
、
語
学
力
の
向
上
や
豊
か
な
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。

①
都
城
志
布
志
道
路
関
連
事
業

【
予
算
額　

３
０
２
万
円
】

②
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

【
予
算
額　

２
、３
１
３
万
円
】

③
基
幹
道
路
な
ど
の
整
備

　
（
鷹
尾
上
長
飯
通
線
）

【
予
算
額　

３
億
８
、２
３
０
万
円
】

都
城
志
布
志
道
路
は
、
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
志
布
志
港
と
内
陸
部
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
と
な
る
都
城
を
結
ぶ

「
防
災
の
道
」、
都
城
の
物
流
を
支
え
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
経
済
の
道
」、

３
つ
の
宝
を
輝
か
せ
る
事
業
を
推
進

名
実
と
も
に
「
日
本
一
の
和
牛
産
地
」

を
目
指
し
ま
す

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額　

５
、２
８
３
万
円
】

平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
城
県
大
会
に
合
わ
せ
、

５
カ
年
計
画
で
必
要
な
対
策
や
予
算
措

置
を
行
い
、
名
実
と
も
に
「
日
本
一
の

和
牛
産
地
」
の
称
号
獲
得
の
た
め
に
、

最
後
ま
で
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
は
、
都
城
産
の
能
力
の
あ
る

種
雄
牛
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
新
規
種

雄
牛
人
工
授
精
推
進
事
業
や
新
規
種
雄

牛
肥
育
素
牛
導
入
事
業
な
ど
を
行
い

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
育
成

技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
を
行
い
ま
す
。

都城が
持つ宝

加
え
て
、
都
城

広
域
定
住
自
立

圏
域
の
救
急
医

療
体
制
を
構
築

す
る
「
医
療
の

道
」
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
早
期
の
全
線
開
通
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
や
基
幹
道
路
の
整
備
事
業
な
ど
を
行

い
、
さ
ら
に
「
地
の
利
」
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校

図
書
館
の
利
用

促
進
を
図
る
た

め
に
配
置
し
て

い
る
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
を
10

人
か
ら
13
人
に
増
員
す
る
な
ど
、
児
童

の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
早
水
公
園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
用
地
取
得
の
ほ
か
、
高
城
運
動
公
園

に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

６次産業化による

　
   

農
林
畜
産
業
の
振
興

　

    「
地
の
利
」
の
活
用

　

   

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
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平成25年度の一般会計予算は、737億3,000万円を計上。
ここでは、予算の内訳について、費目ごとに増減の主な要因を紹介すると
ともに、一般会計予算を家計簿に例え、分かりやすく解説します。

一般会計歳入歳出予算総額

その他
226億7,000万円
（30.7％）

扶助費
174億2,000万円
（23.6％）

人件費
115億7,000万円
（15.7％）

公債費
88億1,000万円
（12.0％）

普通建設事業費
132億6,000万円
（18.0％）

市債
99億7,000万円
（13.5％）

国・県支出金
161億8,000万円
（21.9％）

その他
110億8,000万円
（15.1％）

市税
173億5,000万円
（23.5％）

地方交付税
191億5,000万円
（26.0％）

737億3,000万円
（対前年度比8.4％増）

款名 平成24年度 
当初予算（Ａ）

平成25年度 
当初予算（Ｂ）

増減額 
（Ｂ）－（Ａ） 増減の主な要因

議会費 416,839 415,900 △ 939

総務費 6,885,248 7,315,633 430,385 地域振興基金への積み立て、新防災行政無線整備事業などの増額

民生費 24,945,854 26,386,116 1,440,262 障害者福祉サービス給付費や法人立保育所入所負担金などの増額
衛生費 7,014,656 11,700,064 4,685,408 クリーンセンター建設事業などの増額
労働費 5,454 9,393 3,939 実践型地域雇用創造事業の増額
農林水
産業費 3,338,502 3,724,566 386,064 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業や森林整備加速化・林業再生事業などの増額
商工費 2,394,088 2,444,813 50,725 山田パークゴルフ場整備事業などの増額

土木費 6,397,745 6,079,252 △ 318,493 社会資本整備総合交付金事業（鷹尾上長飯通線）や公営住宅ストック総合改善事業などの減額

消防費 2,011,345 2,317,433 306,088 消防救急無線デジタル化整備事業や高崎分署移転事業などの増額

教育費 5,084,951 4,185,353 △ 899,598 西岳小学校建設事業や山田体育館改修事業、西岳地区公民館建設事業などの事業終了
その他 9,515,318 9,151,477 △ 363,841
合　計 68,010,000 73,730,000 5,720,000 

一般会計歳出予算費目別一覧

一般会計予算

（単位：千円）

歳　出
737億3,000万円

歳　入
737億3,000万円

【用語解説】
市　債▶建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　　扶助費▶生活保護や児童・老人福祉事業などに要する経費
公債費▶市が発行した市債（借金）返済のための経費

【用語解説】
総務費▶課税、戸籍、選挙などの経費　　民生費▶高齢者や児童、障がい者などの福祉のための経費
衛生費▶保健衛生や清掃などの経費　　　教育費▶教育や文化財保護、スポーツ振興などの経費
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平成25年度当初予算
予算の内訳

収　入支　出

都城市の家計簿
平成25年度の一般会計予算を、月額30万円の家計に置き換えると

市債残高の推移（全会計）

実質公債費比率と将来負担比率の比較（県内９市）

項　　　目 金　額 割　合

給料（地方税など） 82,151円 27.4%

家族からの仕送り（地方交付税） 77,926円 26.0%

親戚などからの援助（国・県補助金） 65,825円 21.9%

その他の収入（使用料・手数料など） 22,048円 7.4%

新たな借金（市債） 40,549円 13.5%

預貯金の取り崩し（繰入金） 11,501円 3.8%

項　　　目 金　額 割　合

食費（人件費） 47,063円 15.7%

保険料や医療費（扶助費） 70,865円 23.6%

家屋の増改築・修理（投資的経費） 54,909円 18.4%

ローン返済（公債費） 35,864円 12.0%

預貯金（積立金） 2,577円 0.9%

その他の生活費（物件費・維持補修費など） 88,722円 29.4%

（％）
15

10

5

0

（％）
150

100

50 

0  
え
び
の
市

西
都
市

串
間
市

日
向
市

小
林
市

日
南
市

延
岡
市

宮
崎
市

都
城
市

9.1

33.4

106
83.7

131.3
104.3

113.9

47.5 18.8

0

11.8

実質公債費比率（左目盛り）
将来負担比率　（右目盛り）

11.3

14.7
12.9

14.8

11.3 11.5

7.2

（億円）
1,500

1,250

1,000

750

0

臨時財政対策債 合併特例債 その他

※平成24・25年度は見込み

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1,216

1,321 1,297
105

1,169

121

1,104

1,295

134

57

7

1,034

1,252

143

75

963

1,218

161

94

894

1,190

191

105

816

1,164

213

135

752

1,169

233

184

701

1,186

251

234

臨時財政対策債を除く市債残高は
前年度末と同水準を維持！
市の借入金は、地方交付税の代わりに市
が発行する臨時財政対策債、合併後の
10 年間に限り市が発行できる合併特例
債と、その他の借入金からなります。
後年度の地方交付税で臨時財政対策債は
100％、合併特例債は 70％、借入金の元
利償還金に対して措置されます。
※ 全会計とは、一般会計、特別会計、企
業会計を合わせたもの。数字は、各年
度末の残高

本市の実質公債費比率と将来負担比率は
いずれも低く、財政の健全度が高い！
実質公債費比率▶市の自由になる歳入のうち
全会計の借入金の返済に充てた割合を表す数
値で、本市は 9.1％と健全な財政運営が図られ
ています。この指標が 18％を超えると新たな
借り入れには国の許可が必要となります。
将来負担比率▶家計に例えると給与収入の
何年分の借金があるかというもので、本市は
33.4％。350％を超えると国から指導があります。

936 935

同  

水  

準
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こ
ど
も
基
金
活
用
事
業

【
予
算
額　

２
４
０
万
円
】

　

市
民
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
子
ど
も
基
金
を
活

用
し
て
子
育
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
自
ら

実
施
す
る
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

補
助
金
の
交

付
回
数
（
累

計
３
回
）
の

制
限
を
撤
廃

し
、
継
続
し

て
支
援
で
き

る
よ
う
に
改

め
ま
し
た
。

障
害
幼
児
言
語
訓
練
事
業

【
予
算
額　

１
４
３
万
円
】

　

言
語
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
、
言
語
聴
覚
士

に
よ
る
言
語
訓
練
や
言
語
発
達
に
関
す

る
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

養
豚
生
産
性
向
上
対
策
事
業

【
予
算
額　

１
、１
０
０
万
円
】

養
豚
経
営
は
、
飼
料
代
の
高
止
ま
り
な

ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
母
豚
の

導
入
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、

生
産
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ここでは、スマイルシティ都城の基盤づくり予算として編成した、
平成25年度当初予算の中で、特色ある事業を紹介します。

平成25年度当初予算

特色ある事業

総合支所のある山之口・高城・山田・高崎地区
や市の山間部に位置する中郷・志和池・庄内・西
岳地区では、少子高齢化が進み、人口も減少して
います。
そこで、そのような地域の活性化を図るために、

地域振興基金２億円を積み立て、地域のまちづく
りに活用してもらいます。
　この基金の一番の特長は、地域でその使い道を
決めてもらうことにあります。地域住民で何を重
点的に進めていくかを話し合い、実施する事業を
決定します。その事業
を実施する上で、財源
となるのがこの地域振
興基金です。

地域活性化のための基金に２億円を積み立て
平成25年～28年度までの４年間で地域を活性化します（地域活性化事業）

地域の住民など地域審議会
各総合支所などで要望の調整

地域振興基金の
取り崩し

地域活性化事業
として予算化し、
事業着手

○一般会計予算
737億3,000万円     

○特別会計予算
447億8,475万6,000円

○企業会計予算
37億4,239万8,000円

合　計
1,222億5,715万4,000円

地域振興基金
４年分をまとめて
２億円積み立て
※ １年当たり 5,000 万
円を地域活性化事業
の財源に充てます

権限と財源を
移譲

財 源

権 

限
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平成25年度当初予算
特色ある事業

郡
元
東
南
地
区
緊
急
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
、３
０
０
万
円
】

　

郡
元
東
南
地
区
は
、
道
路
の
狭
い
と

こ
ろ
や
道
路
が
冠
水
す
る
地
域
が
あ
る

た
め
、
道
路
の
拡
幅
工
事
や
側
溝
の
敷

設
工
事
を
行
い
、
市
街
地
環
境
を
改
善

し
ま
す
。

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

【
予
算
額　

12
億
３
、３
６
９
万
円
】

　

今
年
度
は
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
の

施
設
の
建
築

や
多
目
的
広

場
の
土
地
造

成
工
事
な
ど

を
行
い
、
平

成
26
年
度
中

の
開
院
を
目

指
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念
事
業

【
予
算
額　

７
０
６
万
円
】

　

10
月
８
日
に
開
業
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
都
城
駅
。
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
式
典
を
行
う
ほ
か
、
環

霧
島
周
遊
列
車
の
運
行
や
都
城
・
谷
頭
・

高
崎
新
田
駅
の
３
駅

で
同
時
物
産
展
を
行

う
な
ど
、
吉
都
線
の

魅
力
を
広
く
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
制
度
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
２
８
万
円
】

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
た
め
、
各
小
・
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
学
校
の
運
営

や
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
関
連
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
億
２
、２
６
６
万
円
】

　

雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
の
都
城
イ
ン
タ
ー

工
業
団
地
大
井
手
地
区
（
５
・
５
㌶
）

は
今
年
度
か
ら
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
穂
満
坊
地
区
（
17
・
３
㌶
）
は
、

平
成
27
年
度
の

分
譲
開
始
を
目

指
し
、
今
年
度

は
、
造
成
工
事

な
ど
を
行
い
ま

す
。

高
崎
分
署
移
転
事
業

【
予
算
額　

１
億
３
、４
５
０
万
円
】

　

北
消
防
署
高
崎
分
署
は
、
昭
和
47
年

に
建
設
さ
れ
、建
築
後
40
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
高
崎
総
合

支
所
敷
地
内
へ
新
築
移
転
し
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
開
催
事
業

【
予
算
額　

５
４
０
万
円
】

　

徳
川
幕
府
崩
壊
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
１
６
０
年
。
新
た

な
国
家
へ
の
船
出

で
あ
る
幕
末
維
新

期
に
焦
点
を
当
て
、

都
城
島
津
家
と
鹿

児
島
藩
の
人
々
の

動
向
と
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

美
術
館
特
別
展
・
企
画
展
事
業

【
予
算
額　

１
、４
６
０
万
円
】

　

陶
芸
や
書
、
絵
画
な
ど
幅
広
い
分

野
の
芸
術
家
と
し
て
著
名
な
北
大
路

魯ろ
さ
ん
じ
ん

山
人
。
特
別
展
で
は
、
笠
間
日
動
美

術
館
所
蔵
の
魯
山
人
の
作
品
約
80
点
を

展
示
し
ま
す
。

そのほかの事業内容
　都城市総合計画の４つの基本理念
ごとに掲載します。

① 市民が主役のまち
総額160億92万円

◎市歌制定事業 104万円
◎行政事務連絡経費 9,389万円
◎まちづくり協議会設置推進事業

4,981万円
◎市議会議員選挙費

１億1,995万円

② ゆたかな心が育つまち
総額739億6,107万円

◎がん検診事業 1億1,438万円
◎児童手当給付費 31億3,710万円
◎市町村子ども子育て支援事業
　計画策定事業 373万円

③ 緑あふれるまち
総額82億3,893万円

◎指定ごみ袋事業 6,659万円
◎志和池最終処分場第２期建設事業

４億4,400万円
◎ごみ収集運搬費 ４億4,361万円
◎クリーンセンター建設事業

53億9,892万円

④ 活力あるまち
総額240億5,624万円

◎森林整備加速化・林業再生事業
１億169万円

◎青年就農給付金事業 2,120万円
◎農業体質強化基盤整備促進事業

9,000万円
◎がんばる農家収益向上整備事業

500万円

※大井手地区は
　都城市土地開発公社で実施します
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